
学校評価総括表

総合評価

具体的目標
（評価小項目）

具体的方策・評価指標 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

分かる楽しい授業
づくり

児童自らが主体的に参加し、仲間と
深く考えながら解決に取り組む授業
の展開。

B

ペアやグループ学習、学級会等主体的に話
し合いを行う機会を設けた。しかし表面的
で自分と他人の意見の比較や考えを深める
ところに課題が残る。

個に応じた指導で意欲を高め、学力
向上を図る。

B

支援教員による個々へのフォローや放課後
勉強会を実施。全体の基礎学力向上という
点においては課題が残るが、保護者の要望
に合わせて個別の課題に取り組んだ。

効果的なICT機器の活用。 B

プロジェクターやiPadを活用し効果的な教
材提示によって視覚的に分かりやすい授業
が展開できた。また児童全員が前を向くこ
との習慣づけにつながっている。

野原で生きるふる
さと学習

中学校との連携を含めた、ふるさと
学習の導入と教材の開発。

B B

校区を探検しクイズや看板作りを通して自
分たちの住んでいる地区の新しい側面をみ
つけ楽しんで学ぶなどの学習を行った。中
学校とも連携した取組もできた。

ことばに向き合う
話す聞く

ポレポレや図書室の活用、家読を通
しての読書活動の活性化。

A

毎週の図書室利用や毎朝のポレポレタイムで本を読む時
間を確保できた。また、図書委員会が中心となり司書と
協力しながら読書リレーや読書クイズなどを企画した。
教材に則した平行読書にも取組み、教材のより深い学び
につなげることが出来た。

関心をもって友達の意見を聴き、相
手に届くように話せる子の育成。

B
全校朝礼のスピーチ集会やポエム集会を実施し、相手に
伝えることを意識して指導した。また、聞く側も感想や
質問を持てるようワークシートを作り、伝える力を高め
るよう指導した。

支え合う学級づく
り

自己有用感を得られるような活動の
展開。アンガーマネジメントを通し
て。

A A

表情シートを活用し、自分の気持ちを説明
するのが苦手な児童に寄り添う指導を実
施。リフレーミングや「あなたにプレゼン
ト」の学習で自己有用感を高め合う環境も
作った。

自らつくる特活
遊びの杜、集会活動を通して主体と
して活動できる児童の育成。

A

自分と異なる学年とのふれあいを通じて、高学年への態
度や、低学年への責任を自覚する環境作りを行った。ま
た、高学年がする活動の見通しを持たせることが出来
た。係活動や学級活動を通して、児童自ら主体的に遊び
などを提案・企画した。

心をそろえる生徒
指導

あいさつ、スリッパ、返事を意識し
行動できる児童の育成。

B B
クラスでのルール徹底や全校朝会での声か
けを行った。

心をたがやす道徳
年間計画に基づきながら、考えを深
め合う道徳教育の実施。

B
行事等で予定通りに進められない場合もあ
るがおおよそ年間計画に基づいて実施する
ことができた。

食べることは生き
ること

食育に取り組み、自らの食への意識
を高める。

B
野菜の苗植えや収穫等、食材にふれあう機会を設けた。
健康・運動委員会の「おのこし調べ」により完食への意
欲を高め、給食を作ってくださる方々への感謝の気持ち
も繰り返し意識づけた。

体づくり遊びづく
り

外遊びチャレンジに参加し、多様な
遊びから体力向上を図る。

A

外遊び・みんなでチャレンジを計画的に実
施することが出来たが、その結果として全
体の体力向上につながったかという点にお
いては課題が残る。

守れいのち
避難訓練の実施と防災・防犯意識を
育む事前事後指導。

A A
全校で統一した事前・事後指導を行った。
自分の命の大切さや災害の怖さも合わせて
指導した。

小中の連携
９年間を見通した教育活動推進のた
めの具体的な活動

B

保幼小中の職員間の交流授業により、互い
に情報を共有出来た。中学生が小学校を訪
問しカルタ大会や絵本読み聞かせをする活
動を通して、児童間でも今後の見通しを持
たせることが出来た。

地域連携への具体
的な取組

ボランティアの導入と効果的な活用。 B
夏休みの補習では沢山のボランティアが来て下さり、少人数
で、個に応じたきめ細かい指導をすることが出来た。また、朝
の時間の絵本の読み聞かせにも協力してもらうなど、様々な
場面で積極的に地域の知的財産を活用させていただいた。

情報発信
HPやブログ、通信や「はぐくむ」を活用
し保護者に届く情報発信の工夫。

A

月一回の学級通信や週一回の通信などで児童
の様子を家庭に発信することが出来た。また、
ブログを通して学校全体の子どもの活動の様
子を発信した。

運　営　方　針
美しく清潔感あふれる学校・明るく活気あふれる学校・楽しく信頼される学校・静かで規律ある学校の
具現化を目指して教職員の共通理解のもと、家庭や地域との連携を図りながら教育に取り組む。

B

平成29年度の成果と課題 本年度の重点目標 具　体　的　目　標

○防災や防犯に関する関心・態度を高める指導の充実

平成30年度 五條市立野原小学校 五條市立野原小学校

教　育　目　標 自分を律し、認め会える集団の中で意欲的に学ぶ子の育成

○めあての提示から振り返り
までの授業の定型化ができ、
中学校との連携も交えなが
ら、学力の向上に焦点をあて
た取り組みができた。
○読書活動活性化について
は、環境整備はもちろんのこ
と、子どもの読書への関心、
具体的な冊数の増加が顕著に
見られた。●ゴールを明確に
した、話し合い活動をしっか
りとすることで何のために話
し合うのかを考えながら、議
論を深めるべき。　●児童自
らが読書を「楽しいもの」と
感じるような仕掛けのため
に、図書館司書とも連携し、
図書室から教室に出向くよう
な取り組みをしたい。

志
◎読解力を基盤に、確かな知識・技能をもち、
自ら考え、友達の意見を聴くことができる児童
を育てる。

○ICTを効果的に活用した分かる楽しい授業づくり

○相手意識をもって自分の考えを分かりやすく話し、関心を
もって相手の話を聞く授業づくり

○読書活動の活性化

心
◎自らを律し、認め合える集団の中で、意欲的
に学び、思いを正しく表現できる児童を育て
る。

○活躍の場としての縦割り活動を活性化する。

○「あすへ」の意識を徹底させる。（挨拶・スリッパ・返事）

○心をたがやす「道徳の時間」の充実

体
◎健康や防災・防犯に関心をもち、進んで体を
動かし、粘り強く頑張る児童を育てる。

○自らの健康や食べることへの関心を高める

○運動への興味・関心を育て、体力向上を図る

志

自己評価結果
学校関係者評価（結果・分
析）及び改善方策

B

B

グループ活動をより
実施しやすい環境の
整備。効果的に見せ
るための機材が整っ
ていない分、提示の
仕方の工夫がより一
層必要である。ま
た、野原の特色をよ
り強く打ちだしたふ
るさと学習に力を入
るとともに。読書に
ついては、授業との
関連性をもった取組
を考え、更に読書好
きな子どもを育てた

い。

目標に対して的確に取組
を行い結果に繋げること
ができている。ＩＣＴ機
器の活用については、ど
のクラスにおいてもスク
リーンやプロジェクター
などを効果的に活用でき

ている。

A

輪 B

職員の間での
十分な意見交換の時
間を確保するととも
に、９年間を見据え
た、各教科での交流
や、ふるさと学習で
の連携も徹底してい
きたい。学校と家庭
が密に情報を交信出
来るよう心がけてい

きたい。

１５年を見通した教育の
実現のためにも、幼・保
との連携も確実なものに
していきたい。ボラン
ティアの活動について
は、自治会等を上手く活
用して、発信すれば色々
な取組につなぐことがで

きる。

心 B

授業が単発にならな
いよう見通しを持ち
計画的に進めていく
こと、活動がマンネ
リ化しないよう子ど
も達の意見を積極的
に反映させていくこ
とも必要。また、
「あすへ」の継続的
な取り組みを、職員
全員の一貫した指導
により、徹底して子
どもに指導してい
く。

教員との信頼関係がきち
んとできており、コミュ
ニケーションがとれてい
るため、高学年において
も、恥ずかしからず、何
事にも積極的に取り組め
ている。

体

A

A

食に関する取り組み
は、児童一人一人が
感謝し無駄なくいた
だく意識が徹底する
よう継続した指導を
行う。また、命につ
いては各地の様々な
災害を認識しなが
ら、訓練であっても
真剣に最後までやり
きる取組も継続して

いきたい。

南海トラフ地震にそなえ
た真剣な避難訓練や、不
審者対応の訓練を計画的
に行っています。虹色畑
を有効活用し、食に対す
る感謝の気持ちをしっか
りと持てているように思

えます。


